
経
過
措
置
政
令
」
と
い
う
。）第
三
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
て
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
た
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性

及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生

年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整

備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六

年
政
令
第
七
十
三
号
。
以
下
「
平
成

二
十
六
年
整
備
政
令
」
と
い
う
。）第

三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
令
第

十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
他
制
度

掛
金
相
当
額
（
公
的
年
金
制
度
の
健

全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

六
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
五
年

改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
三
条
第

十
一
号
に
規
定
す
る
存
続
厚
生
年
金

基
金
の
加
入
員
に
係
る
他
制
度
掛
金

相
当
額
に
限
る
。）を
い
う
。
以
下
同

じ
。）

第
十
条
第
一
項
第
二
号

令
第
十
一
条
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で

に
掲
げ
る
者

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
三

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
て
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
六
年
整
備
政

令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

令
第
十
一
条
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で

に
掲
げ
る
者

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

ハ

確
定
給
付
企
業
年
金
の
加
入
者

（
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
二
条

第
四
項
に
規
定
す
る
確
定
給
付
企

業
年
金
の
加
入
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）

ハ

確
定
給
付
企
業
年
金
の
加
入
者

（
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
二
条

第
四
項
に
規
定
す
る
確
定
給
付
企

業
年
金
の
加
入
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）

（
新
設
）

（
新
設
）

ニ

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第

三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
存
続

厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員

第
十
一
条
第
二
項
及
び
第

四
項

前
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で

前
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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